
 

〇概要

〇新規認定状況 （単位：件）

単剤・２剤 ３剤併用 合計

188 111 299 5,632 7,666

77 5 82 5,730 4,273

37 0 37 6,330 2,646

43 0 43 6,600 2,260

29 0 29 6,723 1,595

20 20 5,452 825

＊令和２年度は、４月～１２月までの実績

＊インターフェロン３剤併用療法は、令和２年4月から医療費助成対象外となった。

令和２年度

令和元年度

２９年度

３０年度

２８年度

３　肝炎医療費助成の実施
（Ｂ型・Ｃ型ウイルス肝炎治療医療費助成制度）

インターフェロン
フリー

（再治療含む）

Ｂ型核酸アナログ
（更新含む）

２７年度

インターフェロン

　Ｂ型・Ｃ型ウイルス肝炎のインターフェロン治療、Ｂ型ウイルス肝炎の核酸アナログ製剤治療及びＣ型
ウイルス肝炎のインターフェロンフリー治療を行う者を対象として、医療費の一部を助成し、患者の経
済的負担の軽減により早期治療の促進を図る。
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４ 肝がん・重度肝硬変治療研究の促進 
（肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業） 

 

○目的 

Ｂ型Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者の特徴を踏まえ、患者の医療費

の負担の軽減を図りつつ、患者からの臨床データを収集し、肝がん・重度肝硬変の予後の

改善や生活の質の向上、肝がんの再発の抑制などを目指した、肝がん・重度肝硬変治療

にかかるガイドラインの作成など、肝がん・重度肝硬変の治療研究を促進するための仕組

みを構築する。 

 

○事業開始 

平成３０年１２月 

 

○対象者 

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者（年収約３７０万円未満を対象） 

 

○対象医療 

肝がん・重度肝硬変の入院医療とし、過去1年間で高額療養費の限度額を超えた月が４

か月を超えた場合に、４か月目以降に高額療養費の限度額を超えた月に係る医療費に対

し、公費負担を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自己負担限度額 

国の１万円に加え、住民税非課税世帯に対しては、自己負担額をなしとする。 

 

○都が指定する指定医療機関数 

６５か所（令和３年３月１日現在） 

 

○新規認定件数 

３２件（事業開始～令和３年２月２８日まで） 

 

【弾力化に伴う制度改正について】 

これまで、認定要件となる入院関係医療費については「都道府県が指定する肝がん・

重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関」で発生していることが必要でしたが、「指

定医療機関以外」で発生した入院関係医療費でも３月に算入することが可能となりまし

た（最も遡った場合であっても平成３１年２月までのもの）。 

ただし、認定後に医療費助成を受けるためには「指定医療機関」における入院関係医

療費であることが必要です。 
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【厚生労働省】第25回肝炎対策推進協議会（令和3年1月15日開催）資料抜粋
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申込者数 修了者数

５８人 ４０人

９７人 ８２人

１５５人 １２２人
（コーディネーター
累計：４３８人）

　②コーディネータースキルアップ研修　【令和2年度新規】

申込者数 修了者数

６４人 ５６人

【コーディネーター養成コース】（原則、医療関係の資格を持つ者）

年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 R１年度

受講者 45人 24人 41人 34人 110人 ６２人

【基礎コース】（医療関係の資格を問わない）

年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

受講者 116人 86人 130人 104人 ※基礎コースは２９年度で終了

⇒「東京都肝疾患職
域コーディネーター
認定証」を交付
（316名）

コーディネーター養成コースⅠ
（人事労務担当者等の医療関係の資格を持たない者）

コーディネーター養成コースⅡ
（産業医、保健師等の医療関係の資格を持つ者）

コース名

コーディネーター養成数　合計

コース名

コーディネータースキルアップ研修

　今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、Web配信サービスを用いて、事前収録した講義動画を期
間限定で配信する形式で実施した。
　また、職域コーディネーターの資質向上を目的に、今年度新たに「スキルアップ研修」を実施した。

　【視聴期間】令和3年2月22日（月曜日）から令和3年3月5日（金曜日）まで

　①コーディネーター養成コース

（参考）これまでの研修実績

５　職場での肝炎対策の理解推進
（職域向けウイルス性肝炎研修会）

〇目的

　職域の健康管理担当者等を対象に、ウイルス性肝炎や肝炎対策についての知識を持ち、職域において肝炎の基礎知
識や肝炎患者等への偏見の解消、仕事と治療の両立への理解等について普及啓発を行う人材を養成する。また、従業
員の肝炎ウイルス検査の受検・検査陽性者の早期受診・肝炎患者の受療を促進するとともに、従業員の仕事と治療を両
立するための相談・支援を行う人材を養成する。

〇活動内容

　・事業主、人事管理部門、従業員への普及啓発
　・職域の健康診断等における肝炎ウイルス検査の受検勧奨及び肝炎患者等への受診勧奨
　・肝炎患者等が治療を受けながら仕事を続けるための職場環境の整備
　・肝疾患職域コーディネーターの基本的な役割を果たすために必要な活動
 　　＊１人で全ての役割を担うのではなく、それぞれの業務の強みを活かして、職域の各部署との連携を図り、
　　　　従業員の健康管理をサポートする。
 　　＊職域における個人情報保護を徹底する。

〇令和２年度実績
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